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生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.183

教室「講師（敬称略）」
手芸教室

「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「粕川ヒロ子（大多摩流）」

生花教室
「仲百美子（池坊）」

毎月第1、第3月曜日
午前9時30分～

毎月第1、第3月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3木曜日
午後2時～

毎月第2、第4火曜日
午前9時30分～

実施日

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止となる場合があります
募集人数▶各教室とも25人　　受講費用▶無料（材料費などは除く）
受付期間▶4月4日（月）～11日（月）午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日を除く）
開講日時▶新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開講日時は未定ですが、決まり次第、受講申込者に連絡し
ます。
申込み・問合せ▶□松 生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）

八城集会所（松井田町八城441）
教室「講師（敬称略）」

手芸教室
「中山光枝」

書道教室
「増田文子」

舞踊教室
「君波道子（西川流）」

詩吟教室
「藤巻明子」

毎月第2、第4月曜日
午前9時30分～

毎月第2、第4月曜日
午後1時30分～

毎月第1、第3水曜日
午後3時～

毎月第1、第3火曜日
午後1時30分～

実施日
下増田集会所（松井田町下増田2056－7）

集会所実施事業の受講生を募集します

〇安中小学校
みんなともだち　なかよくあそんで　またあした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眞下　妃乃
じゅんばんこ　まもってけんかはしたくないね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　綾太
〇原市小学校
きみいろ　わたしいろ　
　　　みんなで手をつなげば　にじのいろ　清水　　詩
あそぼうよ　たのしい気もちは　せかいでいっしょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　爽翔
〇磯部小学校
さかせよう　だれもがもっている　やさしさのたね
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　櫂李
みつけよう　みんなのいいとこ　ほめあおう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井　日向
〇東横野小学校
大せつなのは　やさしい気もち　おもいやり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野　梨央
もじもじとしているあの子　さそってなかよし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　巧都
〇碓東小学校
こえをかけよう　手をつなごう
　　　みんなでなかよく　あそぼうよ　　　小山　莉緒
ありがとう　そのひとことで　えがおさく　武田琥生我
〇秋間小学校
ありがとう　ごめんね　すなおにいえる　あき小の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相川　凛花
みんなともだち　きみのえがおで　みんなもえがお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関口　英佑

〇後閑小学校
やめようよ　じぶんがされて　いやなこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神澤　　竜
てをつなごう　みんななかよく　いいえがお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福嶋百愛璃
あいさつは　なかよしの　だいいっぽ　　日髙亜衣菜
〇松井田小学校
ともだちに　やさしくしたら　いいきもち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾方　美友
いろんなこと　みんなといっしょだと　たのしいな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　怜桜
〇臼井小学校
みんなもってるよ　すなおな気もち　出してみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上原　帆稀
ともだちの　こころのたから　さがしてみよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田麻緒里
〇西横野小学校
だいじょうぶ？　いっしょにいるよ　げんきをだして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中山珠未玲
どうしたの　みんななかよし　いじめなし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦野　優香
〇九十九小学校
ひとことで　こころポカポカ　ありがとう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田　礼愛
〇細野小学校
おはようの　あさのあいさつ　気もちいい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅川　正弥
ぼくたちは　けんかをしない　なかまたち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　幸矢

令和2年度人権作品集「おもいやり」標語　小学1年生

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
談
方
法
▼

　電
話
ま
た
は
来
所
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　本
年
4
月
か
ら
メ
ー
ル（
電
子
申
請
）で
も
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
が
、
回
答
ま
で
に
数
日
か
か
り
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

相
談
で
き
る
人
▼

　市
内
在
住
の
本
人
か
ら
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
本
人
か
ら
の
相
談
が

難
し
い
場
合
は
、
家
族
な
ど
の
関
係
者
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
　

相
談
で
き
な
い
も
の
▼
　

〇
価
格
の
妥
当
性
や
事
業
者
の
信
頼
性
に
関
す
る
相
談

〇
相
隣
関
係
や
個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

〇
事
業
者
や
個
人
事
業
主
か
ら
の
事
業
に
関
す
る
相
談

〇
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
の
個
人
間
売
買
に
関
す
る
相
談
　

〇
事
業
者
に
対
す
る
指
導
や
調
査
の
要
望
な
ど

利
用
案
内
▼

所
在
地
：
□本 

駐
車
場
南
側
の
2
階
建
て
建
物
　

電
話
番
号
：
☎
3
8
2

－

2
2
2
8

相
談
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分（
土
日
・
祝
日
、年
末
年
始
は
除
く
）

　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費
者
か
ら

の
相
談
や
苦
情
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

・
断
り
切
れ
ず
に
、
訪
問
業
者
と
高
額
な
契

約
を
し
た
け
ど
、
解
約
し
た
い

・
不
審
な
メ
ー
ル
や
荷
物
が
届
い
た
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
　な
ど

　訪
問
販
売
や
商
品
の
購
入
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
伴
っ
て
事
業
者
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
、
不
審
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
要
望

に
応
じ
て
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い

（消費者庁イラスト集より）

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

問合せ▶　地域創造課市民協働係（☎内線1027）本

第133回

　私
は
、
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
委
員
に

委
嘱
さ
れ
た
と
き
、

「
男
女
共
同
参
画
」
の

言
葉
に
強
く
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
生

ま
れ
の
私
は
、
日
本
国
憲
法
の
「
男
女
平
等
」
理

念
の
大
切
さ
を
学
び
、
今
日
ま
で
人
生
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
男
女
平
等
を
実
質
的
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、
公
的
、
私
的
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
意
思
決
定
へ

の
参
加
・
参
画
、
す
な
わ
ち
「
男
女
共
同
参
画
」

が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
書
物
に
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
が
、
「
男
女
平
等
社
会
」
の
実
現
に
結
び
つ

く
と
解
釈
し
ま
し
た
。

　私
は
区
長
会
の
一
員
と
し
て
、
代
表
区
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
。
安
中
市
に
は
1
0
1
の
行
政
区

が
あ
り
、
1
0
1
名
の
区
長
が
地
元
の
自
治
会
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
市
の
橋

渡
し
役
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
1
0
1
名

の
区
長
の
う
ち
、
女
性
は
わ
ず
か
3
名
と
少
な

く
、
男
性
主
体
の
区
長
会
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
国
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
自
治

会
長
の
女
性
の
占
め
る
割
合
を
10
％
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
令
和
3
年
の
安
中
市
区
長

会
の
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
大
幅
に
下
回
っ
て
お

り
ま
す
。
群
馬
県
男
女
共
同
参
画
計
画
で
は
4
％

の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
県
全
体
で
も
0
・

8
％
と
低
く
、
全
国
最
下
位
の
状
況
で
す
。

　当
推
進
委
員
会
に
お
い
て
も
、
議
題
の
中
で

「
自
治
会
等
に
お
け
る
女
性
の
参
画
促
進
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
区
長
は
名
誉

職
で
男
性
の
間
で
の
順
番
制
、
で
も
家
族
の
形
態

も
変
わ
り
、
回
ら
な
く
な
っ
た
。
女
性
を
含
め
て

区
長
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　区
会
・
自
治
会
に
お
け
る
「
男
女
共
同
参
画
」

を
い
か
に
推
進
す
る
か
。
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

に
よ
る
人
口
減
少
、
ま
た
「
単
独
世
帯
」
が
急
増

し
「
大
家
族
世
帯
」
が
減
少
す
る
と
い
う
世
帯
構

造
も
勘
案
し
、
5
年
先
の
将
来
を
見
据
え
た
区

会
・
自
治
会
の
取
組
を
具
体
的
に
示
し
、
「
男
女

共
同
参
画
」
を
基
本
と
し
た
協
議
・
決
定
す
る
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
多
様
化
す
る
地
域
課

題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

に
暮
ら
す
多
様
な
人
材（
年
齢
差
を
越
え
て
男
性
、

女
性
、
そ
し
て
外
国
の
人
等
）の
参
加
・
参
画
が
図

れ
ま
す
。
そ
し
て
「
自
治
会
等
に
お
け
る
女
性
の

参
画
促
進
」
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。　私

は
目
標
達
成
す
る
た
め
に
は
、
「
過
去
に
学

び
」
「
現
在
を
知
り
」
「
未
来
を
創
る
」
、
前
向

き
な
区
会
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
「
諦
め
ず
に
頑
張
っ
た
先
に
、
初
め
て
成
果

が
あ
る
」
。
尊
敬
す
る
友
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
力
に
、
区
会
と
し
て
の
「
男
女
共
同
参
画
」
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
区
長
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
様
、
目
標
達
成
を
目
指
し
、
共
に
一
歩

一
歩
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

区
会
・
自
治
会
の
「
男
女
共
同
参
画
」
を

一
歩
一
歩
推
進
し
よ
う

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
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